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ＡＳＰ・ＳａａＳ連携検討背景ＡＳＰ・ＳａａＳ連携検討背景

Â ASP･SaaS連携の目的

現在のASP･SaaSは、必要な機能ごとに導入されている場合が多く、そのために使
用される機能も限定されている。ASP・SaaSを連携させることによりシステムを
導入するユーザを増やし、企業の生産性向上に寄与する。

①現行のASP･SaaSサービスの課題解決

ü異なるアーキテクチャ間の連携の連携

üASP･SaaSのセキュリティレベルの確認

üデータの重複管理

②サービスユーザの利便性向上

ü現行のシステムと相違ないサービスレベルの構築が可能となることで、
ASP･SaaSへの切り替えを推進する。
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検討概要（全体図）検討概要（全体図）

ＡＳＰ・ＳａａＳ連携の運用要件ＡＳＰ・ＳａａＳ連携の技術要件

ＡＳＰ・ＳａａＳ連携のニーズ、及びサービス間連携の事例の調査

ASP・SaaS連携
業務ニーズの調査

サービス間連携
構築事例の調査

サービスプロパイダ間
認証の事例調査

通信プロトコル

データ連携標準項目

ASP・SaaS事業者間認証 その他、運用に必要な
検討事項

サブワーキングにて実施

ASP連携運用の要件

ＡＳＰ・ＳａａＳ連携の要件（ガイドライン）の検討

追加
調査
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検討の経緯検討の経緯

・業務システム間連携
の実施状況調査
・業界標準仕様の調査

・連携ニーズの調査
・連携業務範囲の検討
・標準仕様として採用する
業務の組み合わせ検討

・XML要件の整理
・連携データ項目整理
・通信プロトコルの種類と
採用の可能性判断

・標準仕様範囲の決定
・ASP・SaaS連携に関する報
告書、ガイドラインの作成

技術的な評価
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ニーズ、及びサービス連携の事例調査

連携の技術要件検討

連携の運用要件検討

連携の要件（ガイドライン）検討

WGWG
1/16

実装レベルでの
採用検討

サブWG

６回の委員会と９回のワーキンググループ（WG)を開催し、検討を実施してきた。
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ASPASP・・SaaSSaaS連携に係る事例調査連携に係る事例調査

Â 事例調査の目的

インターネット技術などを活用して業界標準の仕様を決定している事例を調査する。

また、セキュリティ技術についての調査も実施する。

・暗号化の方法としてPKIを使用した構築例を調査

・鍵情報の証明方法について、第三者と認証局（CA）を利用した
例を抽出

PKI

・標準化団体OASISによって策定されたXML仕様

・ユーザ認証（ID/パスワード）を交換するための仕様であるため
調査を実施

・SAMLを利用したリバティ・アライアンスの内容も同時に調査

SAMLサービスプロバ
イダ間認証の事
例

・総務省、（財）全国地域情報化推進協会が研究・仕様構築を
行っている地方公共団体における、マルチプラットフォームの
サービス連携基盤

・サービス間連携に関する詳細な仕様が指定されている。

・使用する文字コードに関しての具体的な取り決め内容を参照

地域情報プラット
フォーム

・流通業界における電子商取引の通信プロトコルの内容調査

・長年にわたり電子商取引を構築しているため網羅性は高い。

・近年、インターネット技術（XML、SOAP）にも対応している。

EDIサービス間連携
の事例
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ASPASP・・SaaSSaaS連携ニーズ調査結果連携ニーズ調査結果
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経営・企画 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 0

会計・経理 5 6 6 6 6 6 8 3 3 3 0 6 6 6 6 6 6 6 8 3 4 3 5

営業・販売 3 5 5 3 3 5 5 3 6 3 0 5 5 3 3 3 3 3 6 3 3 0 6

生産 5 5 5 3 5 5 5 3 3 3 0 3 5 5 5 5 5 5 3 5 5 2 5

物流 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

人事・更正・給与 5 5 5 5 0 3 5 3 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 5

財務会計 5 5 5 5 5 5 3 3 3 3 0 3 5 5 5 5 5 5 5 3 3 2 5

管理一般 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

総務・一般事務 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究・開発 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

技術・制御 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マスター管理 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

受注管理 5 5 5 5 5 3 5 3 3 3 0 3 3 5 5 5 5 5 5 5 5 2 5

発注管理 5 5 5 5 5 3 5 3 3 3 0 3 5 3 5 5 5 5 3 5 5 2 5

在庫管理 5 5 5 5 5 3 5 3 3 3 0 3 5 5 3 5 8 5 5 5 5 2 5

物流管理 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

外部業者管理 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

約定・受渡 5 5 5 5 5 3 5 3 3 3 0 3 5 5 5 5 5 3 5 5 5 2 5

顧客管理 7 4 5 5 5 4 4 4 4 4 1 4 6 6 4 6 5 4 4 8 9 1 8

商品計画 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

商品管理 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 3

施設・設備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

情報分析 8 8 8 8 8 8 8 6 6 3 0 3 8 8 8 8 5 5 8 8 8 5 5

連
携
元
シ
ス
テ
ム

連携先システム

会計・経理や顧客管理と
の連携ニーズが高い

Â データ連携モデルからの連携項目の検討

ASP連携委員会のワーキンググループ参加者に対してアンケートを実施する。

その結果を以下の表にとりまとめることでニーズの評価を実施している。
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ASPASP・・SaaSSaaS連携の技術要件連携の技術要件

Â 連携のフレームワーク

連携を実施する対象は、インターネット上にあるASP･SaaSサーバ間とする。その
他の事業者内にあるサーバは対象外とする。

ASP・ＳａａＳクライアント
（Ｗｅｂブラウザ）

ASP・ＳａａＳクライアント
（Ｗｅｂブラウザ）

データベース
サーバ

データベース
サーバ

ASP・ＳａａＳサーバ ASP・ＳａａＳサーバ 他のサービス連携

（既存機能）

インターネット

ＡＳＰ・ＳａａＳ
サービスベンダ構成

ＡＳＰ・ＳａａＳサービスベンダ構成

ＲＲＰ
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ASPASP・・SaaSSaaS連携の技術要件連携の技術要件

Â 通信プロトコルの対象範囲

レベル３

レベル２

レベル１

データ連携標準項目作成
・データ連携標準項目
・メッセージング方式

通信プロトコルの設定

データ連携基盤 セキュリティ／認証方法

認証の引継ぎ

通信に依存しない
独自セキュリティ

ASP・SaaS事業者間認証

ビジネスプロセス制御

業務ワークフロー

非ASP・SaaS
との連携

グリッドコンピューティング*2

ＡＳＰ・ＳａａＳ間の
データ連携

複数のＡＳＰ・ＳａａＳ間の
連携

ビジネスシステムの統合／
ビジネスモデル変革

データ連携を優先し、セキュリティ、
暗号化は通信プロトコルやアプリ
ケーションに依存し、あくまで疎結合
を前提とする。

複数のＡＳＰ・ＳａａＳ間を接続する
効果として、ＳＳＯ等を適用するこ
とで利用者のワンストップを実現し、
利便性を向上する。

業務ワークフローによるビジネス
プロセス間の制御を行なうことに
より、仮想的に１システムとして利
用可能

今回の対象
範囲

*1)ASP・SaaS普及促進協議会で標準とする通信手段の名称。Request Response Protocolの略
*2)ネットワーク上のリソースを融通し合うことで、仮想的に高性能コンピュータのような使い方をすることができる技術。この標準仕様として、ＯＧＳＡ（Open Grid Service Architecture)がある。

今後の検討

RRP*1

課金方法の制御
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ASPASP・・SaaSSaaS連携の通信プロトコル連携の通信プロトコル

Â 通信プロトコル

① XMLの採用

üインターネット技術を使用した連携では標準的に使用されており、また、
ICTベンダ色がないことから、XMLを採用する。

②メッセージング方式はSOAPかRESTを選択する

ü既存環境の活用や汎用性の確保する観点によりSOAPとRESTのダブルスタン
ダードとする。（グーグルやAmazon.comでもこの方式）

ü実装時には、セキュリティ確保のための仕組みや作りこみが必要な場合が
ある。

③文字コード

ü漢字の取扱には特に注意が必要であるため、必ず連携する両社で確認が必
要となる。

üガイドライン上では、JIS X 0208:1997を基準とし、JIS X 0213:2004の使
用も対象とする。




